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TdT-mediated dUTP nick end labeling (TUNEL) 染色で評価した。 
PETによる抗腫瘍効果評価 
糖代謝マーカーである［18F］- 2-fluoro- 2 - deoxyglucose（18F-FDG），細胞生存マーカーである 3' -deoxy - 3'
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1. YM155単剤投与による NHL皮下移植マウスモデルにおける抗腫瘍効果 
YM155は、ヒト NHLを移植したマウスモデルにおいて、1および 3 mg/kg/day投与により有
意な腫瘍の退縮を誘導し、3 mg/kg/day投与群においては完全退縮が認められた。 
2. 免疫組織化学的検討 
NHL皮下移植モデルにおいて、YM155の 3 mg/kg/dayを 7日間持続投与した時の腫瘍内のサ
バイビン発現量の変化および細胞死誘導を、免疫組織化学的に検討した。YM155 の抗腫瘍作用
はサバイビン mRNAおよびタンパク発現の有意な抑制を伴うものであった。また、YM155投与
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値と細胞内YM155取り込み量に有意な相関（Pearson’s r = -0.5709; P = 0.001）が示された。 
3. 各種YM155感受性および耐性腫瘍に対する 11C-YM155の腫瘍移行性のPETイメージング 
YM155 に感受性を示す癌細胞および YM155 耐性を示す癌細胞を移植したマウスモデルにお





















用いた PETイメージングが YM155の感受性の予測に有用である可能性が示された。 
 
【結論】 
本研究より、YM155によるサバイビン発現抑制がNHL治療のオプションの一つとなり得ること、
更にYM155の早期薬効検出のモダリティーとしてPETイメージングが有用であることが示され
た。また、YM155の感受性因子として細胞内取り込みの寄与が示されたことにから、11C-YM155
の単回マイクロドージングによる 11C-YM155移行性の PETイメージングにより、感受性の高い
腫瘍を YM155の投与前に検出できる可能性が示された。 
 
